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人
権
問
題
に
つ
い
て

松
井

　「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
の
本

市
の
見
解
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

人
権
啓
発
教
育
課
長

　推
進
法
の
第
３
条
、

４
条
、
５
条
に
つ
い
て
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
取
り
組
み
を
検
討
し
、
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
部
落

差
別
の
解
消
に
向
け
取
り
組
む
。

教
育
長

　人
間
は
生
ま
れ
た
所
で
差
別
し

て
は
な
ら
な
い
し
、
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

差
別
の
相
続
人
に
な
ら
な
い
。
人
の
値
打

ち
は
生
ま
れ
た
場
所
で
は
な
く
、
人
の
生

き
方
で
決
ま
る
。
差
別
を
受
け
た
人
の
思

い
や
、
願
い
を
聞
く
こ
と
が
大
事
。

　
　

　
松
井

　目
的
は
「
が
ん
を
正
し
く
知
る
」

「
健
康
と
命
の
大
切
さ
を
気
づ
か
せ
る
」

こ
と
だ
が
本
市
の
取
り
組
み
は
。

学
校
教
育
課
長

　文
科
省
が
指
導
内
容
、

教
材
の
開
発
、
医
師
の
確
保
を
含
め
た
外

部
講
師
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
の
で
、
今
後
、
具
体
的
な
取

り
組
み
方
法
が
示
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
、

本
市
で
も
取
り
組
み
た
い
。

松
井

　環
境
に
優
し
い
水
素
社
会
の
実
現

に
向
け
燃
料
電
池
車
の
導
入
を
。

環
境
衛
生
課
長

　国
や
県
の
取
り
組
み
を

見
据
え
て
研
究
し
、
成
果
に
見
合
う
よ
う

検
討
を
進
め
る
。

財
政
課
長

　環
境
に
優
し
い
車
で
あ
り
、

災
害
時
の
非
常
用
電
源
に
も
な
る
。
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
今
後
状
況
を
見

な
が
ら
必
要
に
応
じ
検
討
す
る
。

松
井

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
対
応
に
つ
い
て
計
画
を
問
う
。

企
画
課
長

　C
M
S
を
最
新
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
す
れ
ば
費
用
対
効
果
も
見
込
ま

れ
効
率
的
で
あ
る
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
靭
化
の
問
題
点
を
検
証
中
で
あ
り
、
懸

案
事
項
が
解
決
し
た
段
階
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
。

合
志
市
の
将
来
像池

永

　
幸
生 

議
員

池
永

　
発
展
の
速
度
、
形
態
が
当
初
の
予

定
よ
り
想
像
で
き
な
い
と
思
う
。
10
年
を

過
ぎ
た
今
ど
の
よ
う
な
分
析
を
さ
れ
て
い

る
か
問
う
。

企
画
課
長

　
人
口
で
は
７
３
０
０
人
増
加

し
今
後
も
続
く
と
思
う
。
し
か
し
、
財
源

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新
市
建
設

計
画
で
は
９
割
の
進
捗
状
況
で
あ
る
。
未

実
施
の
項
目
で
は
国
、
県
と
の
連
携
事
業

が
多
く
、
計
画
の
見
直
し
や
先
送
り
の
件

も
あ
る
。

池
永

　介護
や
消
防
な
ど
が
広
域
行
政

（
合
志
、
菊
池
、
大
津
、
菊
陽
）
で
取
り

組
ま
れ
、
平
成
33
年
度
に
は
ゴ
ミ
の
焼
却

の
新
工
場
も
稼
働
と
な
れ
ば
広
域
で
の
運

営
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
本
市
に
は
市
域
の

１
割
を
超
え
る
国
県
有
地
が
あ
り
利
用
に

つ
い
て
は
白
紙
と
い
え
る
。
ま
た
、
今
後

は
国
か
ら
の
交
付
金
も
国
の
財
政
を
思
え

ば
見
直
す
と
き
が
来
る
と
思
う
。
６
万
人

を
超
え
た
自
治
体
と
は
い
え
、
国
や
県
と

の
交
渉
も
難
し
い
。
解
決
方
法
と
し
て
、

菊
池
郡
市
一
本
化
、
ま
た
は
他
町
と
の
合

併
も
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
と
し
て
必
要
で

は
な
い
か
。
県
下
で
２
番
目
の
自
治
体
を

作
る
こ
と
で
交
渉
が
や
り
や
す
く
な
る
の

で
は
。

市
長

　
総
務
省
は
現
在
の
10
万
人
以
上
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
、
将
来
に

は
そ
の
よ
う
に
な
る
と
思
う
。
国
、
県
有

地
に
つ
い
て
は
、
市
の
土
地
利
用
ビ
ジ
ョ

ン
が
必
要
で
あ
る
。
中
九
州
高
規
格
道
路

を
含
め
た
重
点
土
地
利
用
計
画
を
出
し
、

取
り
組
ん
で
ゆ
く
。
ま
た
、
国
と
交
渉
し

て
、
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
核
を
作
る
な
ど
地
域
と
協
議
し
た
い
。

他
自
治
体
と
合
併
す
る
こ
と
で
新
し
い
都

市
計
画
が
自
前
で
で
き
る
と
思
う
が
同
文

議
決
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
の
声
が
高
ま

れ
ば
当
然

県
は
無
視

で
き
な
い

だ
ろ
う
。

ま
ず
は
、

財
政
計
画

で
耐
え
て

い
け
る
自

治
体
の
運

営
を
考
え

て
い
く
。

　

 　

　
 　

が
ん
教
育
に
つ
い
て

環
境
問
題
に
つ
い
て

情
報
発
信
に
つ
い
て

松
井
美
津
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議
員
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定
管
理
で

　図
書
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変
わ
る
？

上
田

　
欣
也 

議
員

水道メーター

復興まちづくり計画（概要版）

澤
田

　水
道
料
金
収
納
事
務
に
つ
い
て
民

間
委
託
前
と
後
の
収
納
率
・
経
費
の
変
化

と
そ
の
評
価
は
。

上
下
水
道
課
長

　収
納
率
は
0.1
％
向
上
し
、

経
費
面
で
は
決
算
ベ
ー
ス
で
約
２
億
３
０
０

０
万
円
の
削
減
と
な
っ
て
い
る
。
民
間
委

託
に
よ
る
業
務
改
善
・
健
全
経
営
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

澤
田

　平
成
18
年

策
定
「
公
の
施
設

の
指
定
管
理
制
度

に
関
す
る
指
針
」

に
は
指
定
管
理
者

制
度
に
つ
い
て
積

極
的
に
検
討
す
る

と
あ
る
が
、
今
後

も
そ
の
よ
う
に
考

え
て
よ
い
か
。

財
政
課
長

　個
別
施
設
ご
と
の
具
体
的
な

検
討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
全
体
的
に

は
導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

澤
田

　地
方
交
付
税
算
定
基
礎
と
な
る
単

位
費
用
の
一
部
の
積
算
に
民
間
委
託
等
に

よ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

財
政
課
長

　平
成
28
年
度
に
お
け
る
本
市

の
状
況
と
し
て
は
15
業
務
の
う
ち
９
業
務

に
つ
い
て
業
務
改
革
を
進
め
て
い
る
。
残

る
６
業
務
に
つ
い
て
は
今
後
追
加
さ
れ
る

業
務
と
合
わ
せ
て
業
務
改
革
の
実
施
を
検

討
し
て
い
く
。

澤
田

　ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
合
志
市
を
応

援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
関
東
合
志
会
と
協

議
で
き
な
い
か
。

財
政
課
長

　関
東
合
志
会
総
会
時
に
説

明
・
冊
子
の
配
布
を
行
い
ふ
る
さ
と
納
税

の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

政
策
課
長

　地
方
創
生
で
中
央
か
ら
地
方

へ
仕
事
・
人
の
流
れ
の
中
で
東
京
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
長

　東
京
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
地
域

か
ら
転
出
さ
れ
た
方
と
東
京
近
郊
で
活
動

さ
れ
て
い
る
方
が
一
緒
に
寄
り
添
う
場
所

づ
く
り
を
想
定
し
て
お
り
、
合
志
市
に
情

報
を
も
っ
て
き
て
く
れ
る
な
ど
連
携
が
と

れ
る
組
織
に
育
て
た
い
。
い
ず
れ
も
将
来

合
志
市
の
大
き
な
財
産
と
な
る
よ
う
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
続
け
て
い
く
。

　

 　

上
田

　４
月
か
ら
図
書
館
が
指
定
管
理
に

な
る
。
具
体
的
に
何
が
ど
う
変
わ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長

　サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

い
よ
う
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
行
う
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
こ
う
し
未
来
研

究
所
に
報
告
を
義
務
付
け
て
い
る
。
新
た

に
開
館
時
間
の
見
直
し
、
運
営
や
イ
ベ
ン

ト
で
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
嘱
託
職
員
の
身
分
が
保
証
さ
れ
安
定

的
な
雇
用
に
つ
な
が
る
。

上
田

　図
書
館
の
活
動
の
大
き
な
柱
は
何

か
。
ま
た
市
民
の
要
望
は
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

　平
等
と
専
門
性
の
確
保
、

個
人
情
報
の
保
護
、
運
営
体
制
・
施
設
管

理
、
業
務
運
営
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
な
ど
民
間
の
利
点
を
生
か
し
た
サ
ー

ビ
ス
に
よ
り
、
市
民
の
幸
福
度
の
向
上
を

目
指
す
。
来
場
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
要
望
を
把
握
し
た
い
。

上
田

　引
き
継
ぎ
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
か
。
特
に
重
要
な
部
分
は
ど
こ
か
。

生
涯
学
習
課
長

　施
設
の
維
持
管
理
か
ら

始
め
て
い
る
。
施
設
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い

な
い
と
サ
ー
ビ
ス
も
事
業
も
で
き
な
い
。

上
田

　ヴ
ィ
ー
ブ
ル
図
書
館
の
開
館
予
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長

　今
後
請
負
業
者
と
協
議

を
進
め
る
の
で
、
現
時
点
で
は
明
確
に
で

き
な
い
。
工
事
が
済
み
、
市
民
の
安
全
の

確
保
が
で
き
れ
ば
オ
ー
プ
ン
し
た
い
。

上
田

　自
転
車
活
躍
推
進
法
が
重
点
区
域

土
地
利
用
計
画
に
あ
る
「
サ
イ
ク
ル
タ
ウ

ン
」
に
与
え
る
影
響
は
。

ま
ち
づ
く
り
対
策
室
長

　将
来
は
推
進
計

画
等
が
求
め
ら
れ
る
が
、
現
在
策
定
は
考

え
て
い
な
い
。
ハ
ー
ド
面
で
は
自
転
車
の

安
全
な
通
行
空
間
等
確
保
の
た
め
の
財
源

や
協
賛
企
業
の
掘
り
起
こ
し
が
課
題
に
な

る
。
ま
た
ソ
フ
ト
面
で
は
健
康
志
向
や
環

境
意
識
の
高
ま

り
に
よ
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の

転
換
、
交
通

ル
ー
ル
遵
守
等

安
全
教
育
に
向

け
た
啓
発
活
動

が
必
要
に
な
る
。

　

 　

関
東
合
志
会

サ
イ
ク
ル
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
に

　
　民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を

澤
田

　
雄
二 

議
員
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人
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問
題
に
つ
い
て
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し
や
先
送
り
の
件

も
あ
る
。

池
永

　介護
や
消
防
な
ど
が
広
域
行
政

（
合
志
、
菊
池
、
大
津
、
菊
陽
）
で
取
り

組
ま
れ
、
平
成
33
年
度
に
は
ゴ
ミ
の
焼
却

の
新
工
場
も
稼
働
と
な
れ
ば
広
域
で
の
運

営
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
本
市
に
は
市
域
の

１
割
を
超
え
る
国
県
有
地
が
あ
り
利
用
に

つ
い
て
は
白
紙
と
い
え
る
。
ま
た
、
今
後

は
国
か
ら
の
交
付
金
も
国
の
財
政
を
思
え

ば
見
直
す
と
き
が
来
る
と
思
う
。
６
万
人

を
超
え
た
自
治
体
と
は
い
え
、
国
や
県
と

の
交
渉
も
難
し
い
。
解
決
方
法
と
し
て
、

菊
池
郡
市
一
本
化
、
ま
た
は
他
町
と
の
合

併
も
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
と
し
て
必
要
で

は
な
い
か
。
県
下
で
２
番
目
の
自
治
体
を

作
る
こ
と
で
交
渉
が
や
り
や
す
く
な
る
の

で
は
。

市
長

　
総
務
省
は
現
在
の
10
万
人
以
上
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
、
将
来
に

は
そ
の
よ
う
に
な
る
と
思
う
。
国
、
県
有

地
に
つ
い
て
は
、
市
の
土
地
利
用
ビ
ジ
ョ

ン
が
必
要
で
あ
る
。
中
九
州
高
規
格
道
路

を
含
め
た
重
点
土
地
利
用
計
画
を
出
し
、

取
り
組
ん
で
ゆ
く
。
ま
た
、
国
と
交
渉
し

て
、
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
核
を
作
る
な
ど
地
域
と
協
議
し
た
い
。

他
自
治
体
と
合
併
す
る
こ
と
で
新
し
い
都

市
計
画
が
自
前
で
で
き
る
と
思
う
が
同
文

議
決
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
の
声
が
高
ま

れ
ば
当
然

県
は
無
視

で
き
な
い

だ
ろ
う
。

ま
ず
は
、

財
政
計
画

で
耐
え
て

い
け
る
自

治
体
の
運

営
を
考
え

て
い
く
。

　

 　

　
 　

が
ん
教
育
に
つ
い
て

環
境
問
題
に
つ
い
て

情
報
発
信
に
つ
い
て

松
井
美
津
子 

議
員

13 第45号
合志市議会だより

12第45号
合志市議会だより

指
定
管
理
で

　図
書
館
は
変
わ
る
？

上
田

　
欣
也 

議
員

水道メーター

復興まちづくり計画（概要版）

澤
田

　水
道
料
金
収
納
事
務
に
つ
い
て
民

間
委
託
前
と
後
の
収
納
率
・
経
費
の
変
化

と
そ
の
評
価
は
。

上
下
水
道
課
長

　収
納
率
は
0.1
％
向
上
し
、

経
費
面
で
は
決
算
ベ
ー
ス
で
約
２
億
３
０
０

０
万
円
の
削
減
と
な
っ
て
い
る
。
民
間
委

託
に
よ
る
業
務
改
善
・
健
全
経
営
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

澤
田

　平
成
18
年

策
定
「
公
の
施
設

の
指
定
管
理
制
度

に
関
す
る
指
針
」

に
は
指
定
管
理
者

制
度
に
つ
い
て
積

極
的
に
検
討
す
る

と
あ
る
が
、
今
後

も
そ
の
よ
う
に
考

え
て
よ
い
か
。

財
政
課
長

　個
別
施
設
ご
と
の
具
体
的
な

検
討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
全
体
的
に

は
導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

澤
田

　地
方
交
付
税
算
定
基
礎
と
な
る
単

位
費
用
の
一
部
の
積
算
に
民
間
委
託
等
に

よ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

財
政
課
長

　平
成
28
年
度
に
お
け
る
本
市

の
状
況
と
し
て
は
15
業
務
の
う
ち
９
業
務

に
つ
い
て
業
務
改
革
を
進
め
て
い
る
。
残

る
６
業
務
に
つ
い
て
は
今
後
追
加
さ
れ
る

業
務
と
合
わ
せ
て
業
務
改
革
の
実
施
を
検

討
し
て
い
く
。

澤
田

　ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
合
志
市
を
応

援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
関
東
合
志
会
と
協

議
で
き
な
い
か
。

財
政
課
長

　関
東
合
志
会
総
会
時
に
説

明
・
冊
子
の
配
布
を
行
い
ふ
る
さ
と
納
税

の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

政
策
課
長

　地
方
創
生
で
中
央
か
ら
地
方

へ
仕
事
・
人
の
流
れ
の
中
で
東
京
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
長

　東
京
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
地
域

か
ら
転
出
さ
れ
た
方
と
東
京
近
郊
で
活
動

さ
れ
て
い
る
方
が
一
緒
に
寄
り
添
う
場
所

づ
く
り
を
想
定
し
て
お
り
、
合
志
市
に
情

報
を
も
っ
て
き
て
く
れ
る
な
ど
連
携
が
と

れ
る
組
織
に
育
て
た
い
。
い
ず
れ
も
将
来

合
志
市
の
大
き
な
財
産
と
な
る
よ
う
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
続
け
て
い
く
。

　

 　

上
田

　４
月
か
ら
図
書
館
が
指
定
管
理
に

な
る
。
具
体
的
に
何
が
ど
う
変
わ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長

　サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

い
よ
う
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
行
う
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
こ
う
し
未
来
研

究
所
に
報
告
を
義
務
付
け
て
い
る
。
新
た

に
開
館
時
間
の
見
直
し
、
運
営
や
イ
ベ
ン

ト
で
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
嘱
託
職
員
の
身
分
が
保
証
さ
れ
安
定

的
な
雇
用
に
つ
な
が
る
。

上
田

　図
書
館
の
活
動
の
大
き
な
柱
は
何

か
。
ま
た
市
民
の
要
望
は
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

　平
等
と
専
門
性
の
確
保
、

個
人
情
報
の
保
護
、
運
営
体
制
・
施
設
管

理
、
業
務
運
営
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
な
ど
民
間
の
利
点
を
生
か
し
た
サ
ー

ビ
ス
に
よ
り
、
市
民
の
幸
福
度
の
向
上
を

目
指
す
。
来
場
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
要
望
を
把
握
し
た
い
。

上
田

　引
き
継
ぎ
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
か
。
特
に
重
要
な
部
分
は
ど
こ
か
。

生
涯
学
習
課
長

　施
設
の
維
持
管
理
か
ら

始
め
て
い
る
。
施
設
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い

な
い
と
サ
ー
ビ
ス
も
事
業
も
で
き
な
い
。

上
田

　ヴ
ィ
ー
ブ
ル
図
書
館
の
開
館
予
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長

　今
後
請
負
業
者
と
協
議

を
進
め
る
の
で
、
現
時
点
で
は
明
確
に
で

き
な
い
。
工
事
が
済
み
、
市
民
の
安
全
の

確
保
が
で
き
れ
ば
オ
ー
プ
ン
し
た
い
。

上
田

　自
転
車
活
躍
推
進
法
が
重
点
区
域

土
地
利
用
計
画
に
あ
る
「
サ
イ
ク
ル
タ
ウ

ン
」
に
与
え
る
影
響
は
。

ま
ち
づ
く
り
対
策
室
長

　将
来
は
推
進
計

画
等
が
求
め
ら
れ
る
が
、
現
在
策
定
は
考

え
て
い
な
い
。
ハ
ー
ド
面
で
は
自
転
車
の

安
全
な
通
行
空
間
等
確
保
の
た
め
の
財
源

や
協
賛
企
業
の
掘
り
起
こ
し
が
課
題
に
な

る
。
ま
た
ソ
フ
ト
面
で
は
健
康
志
向
や
環

境
意
識
の
高
ま

り
に
よ
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の

転
換
、
交
通

ル
ー
ル
遵
守
等

安
全
教
育
に
向

け
た
啓
発
活
動

が
必
要
に
な
る
。

　

 　

関
東
合
志
会

サ
イ
ク
ル
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
に

　
　民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を

澤
田

　
雄
二 

議
員


